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　「大どんど」は、地区によっては「お柴灯」
（おさいとう）などとも呼ばれ、正月飾りや、
お世話になったお守り、お札

ふだ

などを木やわら
と一緒に燃やし、一年の無事に感謝し、今年
の無病息災を願う行事です。
　町内各地の神社では、大晦日から１月中旬ご
ろまで行われています。�（⇒詳しくはＰ１６へ）

正月の風物詩正月の風物詩「大どんど」「大どんど」

ね
年ね

ん 

頭と

う 

の

夜よ

空ぞ

ら

を
こ
が
す

大お

お

ど
ん
ど

中山町の名所や行事を子どもたちが描いた中山町の名所や行事を子どもたちが描いた
「なかやまカルタ」の「大どんど」「なかやまカルタ」の「大どんど」

（中山町青少年育成町民会議・中山町教育委員会）（中山町青少年育成町民会議・中山町教育委員会）

ふるさと
シリーズ

再発見
！

議長あいさつ �  ２
　　　　　　 �  ２・３１１月臨時会１１月臨時会



一般会計補正予算（第７号）の町内産農産物消費
応援事業費補助金として、ひまわり温泉ゆ・ら・ら
の売店で、町内産農産物を３００円購入するごとに、
次回以降の買い物で使える１００円分の割引券をプ
レゼント（２月２８日まで⇒３ページ参照）

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た

こ
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
議
会
活
動
に
格
別

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
１
月
に
私
が
議
長
に
就
任
し
、
そ
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
て
か

ら
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
当
町
議
会
に
お
い
て

は
、
多
く
の
課
題
と
真
摯
に
向
き
合
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
案
に
つ
い
て
慎
重
に

審
議
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、
町
執
行
部
に
対
し
、
従
来
の
手
法
や
考
え
方
等
に
つ
い
て
改

善
を
求
め
る
動
き
と
な
り
、
昨
年
の
３
月
定
例
会
に
お
け
る
「
一
般
会
計
予
算

案
の
否
決
」
と
い
う
結
果
に
も
つ
な
が
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
他
方
、
社
会
情
勢
を
鑑
み
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
社
会
活
動
は
依
然
と
し
て
自
粛
や
制
限
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
昨

年
と
比
較
す
る
と
、
各
方
面
で
の
対
策
が
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
社
会
活
動
の
復
活
の
波
は
遠
か
ら
ず
や
っ
て
く
る
も

の
と
信
じ
ま
す
。

　
当
町
議
会
は
こ
れ
か
ら
も
、
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
よ
り
身
近
で
開
か
れ

た
議
会
運
営
を
目
指
し
、
ま
た
、
さ
ら
な
る
町
民
福
祉
向
上
の
た
め
に
議
論
を

重
ね
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
結
び
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
年
が
健
や
か
で
幸
多
い

一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す

中
山
町
議
会
議
長

鎌か
ま　
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徹と
お
る 

臨時会が開催されました

臨時会が開催されました

　令和３年第９回臨時会を１１月２６日に開催しました。
　新型コロナウイルスワクチン接種３回目の実施体制を速やかに整えるため、「令和３年度中山町一般会
計補正予算（第６号）」の専決処分を承認しました。国庫支出金１８８６万２０００円を財源として、接種券の発
送業務や、コールセンター受付業務、個別接種委託料など、接種体制の整備を図るものです。
　また、「一般会計補正予算（第７号）」では、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金９８５万 

１１月臨時会 ３回目のワクチン接種体制の整備を急ぐ

９０００円と財政調整基金繰入金３００万円、計１２８５万９０００円を財
源に、新型コロナウイルス対策支援事業や除雪車の修理を行
うものです（詳細は次ページ表参照）。さらに、山形県人事
委員会の勧告に伴う職員手当等の減額補正や、国民健康保険
特別会計補正予算（第２号）、介護保険特別会計補正予算（第
２号）、公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）、一般職
の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定、特
別職に属する者の給与に関する条例の一部を改正する条例の
制定など、合わせて７つの議案を原案のとおり可決しました。

令和３年度中山町一般会計補正予算（第７号）の歳出の内容
名　　称 補正額 内　　　容

町内産農産物消費応援事業費補助金 ９４万５０００円 「ひまわり温泉ゆ・ら・ら」での農産物販売助成
産業持続化支援金 ６８０万００００円 町内６８事業者に定額１０万円を支援予定
新・生活様式対応支援事業費補助金 ２２０万００００円 １０万円を２０者、２０万円を１者に支援予定
感染防止用備品購入 １６５万００００円 「ひまわり温泉ゆ・ら・ら」に空気清浄機１０台を設置
修繕料 ５２１万３０００円 除雪車の修理
職員手当等 △３９４万９０００円 県の人事委員会勧告に基づく給与改訂

計 １２８５万９０００円

期　　日 会　　議 備　　考

１１月２６日（金）

（議会運営委員会）
本　会　議
（全員協議会）
（特別委員会）

議第７１号〜議第７５号　各件毎提案理由の説明、質疑、討論、採決　　
議第７６号〜議第７７号　一括提案理由の説明、質疑、各件毎討論、採決

柏倉家住宅保存・利活用特別委員会

令和３年 中山町議会１１月臨時会日程表

その議案に私は賛成、私は反対その議案に私は賛成、私は反対
○賛成　●反対等（賛成以外）　 欠席　 退席１１月臨時会 採決状況

議
案
番
号

議案名と主な内容
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 議長
佐
東
幸
治

須
貝
勝
司

夛
田
慎
二

鈴
木
徹
雄

渡
辺
博
文

斎
藤
眞
一

村
山　
隆

欠　
員

佐
竹
英
規

鎌
上　
徹

議第
７１号

令和３年度中山町一般会計補正予算（第６号）についての専決処分の承認について
令和３年度中山町一般会計補正予算（第６号）については、急きょ施行を
必要としたため、地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処分した
ので、同条第３項の規定により承認を求めるため
歳入歳出予算それぞれ１８８６万２０００円増額し、歳入歳出予算総額を
５３億５０５４万５０００円とする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

７２号
令和３年度中山町一般会計補正予算（第７号）について
歳入歳出予算それぞれ１２８５万９０００円増額し、歳入歳出予算総額を
５３億６３４０万４０００円とする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

７３号
令和３年度中山町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について
歳入歳出予算それぞれ３３万２０００円減額し、歳入歳出予算総額を
１２億４９８５万１０００円とする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

７４号
令和３年度中山町介護保険特別会計補正予算（第２号）について
歳入歳出予算それぞれ１８万１０００円減額し、歳入歳出予算総額を
１３億２９７６万９０００円とする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

７５号
令和３年度中山町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）について
歳入歳出予算それぞれ１３万７０００円減額し、歳入歳出予算総額を
５億８２５万５０００円とする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

７６号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
一般職の職員及び再任用職員の給与の改定を行うため ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

７７号
特別職に属する者の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
一般職の職員の給与に関する条例の一部改正に伴い、関係する条例の‌
整備を図る必要があるため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

※注：議長は採決に加わりません。議席番号８番は欠員となります。

3 なかやま議会だより No.２０なかやま議会だより No.２０ 2なかやま議会だより No.２０なかやま議会だより No.２０

１１
月
臨
時
会

１１
月
臨
時
会



灯油

令和３年度一般会計補正予算令和３年度一般会計補正予算（第８号）（第８号）

令和３年度一般会計補正予算令和３年度一般会計補正予算（第９号）（第９号）

１２月１６日に専決処分が行われました１２月１６日に専決処分が行われました

専決処分が行われました専決処分が行われました

　１２月定例会で第８回目の予算の見直しを承認しました。その結果、歳入歳出予算にそれぞれ７３３５万６０００円
を増額し、総額で５４億３６７６万円とするものです。

　専決処分とは、事業の性質上、早急に進める必要があると判断される場合、町長が議会の議決を経るこ
となく決することができる処分のことで、このたび下記の２件の事業がそれにあたると判断され、予算執
行が行われました。
　この専決処分については、次の定例会、または臨時会で議会に報告され、承認を求められます。

　１２月定例会で第９回目の予算の見直しを行いました。その結果、歳入歳出予算にそれぞれ１億１９６４万‌
６０００円を増額し、総額で５５億５６４０万６０００円とするものです。

返礼品でも人気の中山町内産米はえぬき

ふるさと寄附金好調
ふるさと寄附金

　当初予算は２億円でしたが、令和３年４月から１０月までの寄附
額と、これまでの実績から、１１月以降の寄附見込額７５４２万８０００円
を増額補正するものです。

ト

ピッ
クス

３

魅力ある農業を目指せ

町の主力産業である農家を支援
水田営農振興事業・農業担い手育成事業

　米価下落の状況を踏まえ、米農家に対し、１０アール当たり
２０００円（県と合わせて３０００円）の支援を行い営農意欲の維持向
上を図るため、７００万円を増額補正するものです。
　また、凍霜害等による果樹への被害状況を踏まえ、果樹農家
へ農薬代５％（認定農業者は１５％）の補助を行うため、３８０万
円を増額補正するものです。
　それぞれ町独自の政策で１２月１６日に専決処分が行われました。

ト

ピッ
クス

５

子育て世帯を応援
子育て世帯への臨時特別給付金事業

　新型コロナウイルス感染症の影響を受けている子育て世帯
を支援するため、高校３年生までの子ども一人当たりに５万
円の給付を行うための費用として、７３３５万６０００円を増額補正
するものです。財源は国庫補助金になります。

　その後、国の方針拡大により、一人当たり１０万円の一括給付が可能となったため、事務費分も合わ
せて７２５８万円を追加し、令和３年１２月２４日に子育て世帯へ支給できるよう、１２月１６日に専決処分が行
われました。財源は国庫補助金になります。

ト

ピッ
クス

1

未来を担う子どもたちのために

原油価格の高騰により燃料費を増額
施設や設備の管理事業

　原油価格の高騰を受け、役場庁舎１２７万円、公用車７３万９０００円、中央
公民館１５１万１０００円、斎場７０万円、ひまわり温泉（ゆ・ら・ら）４６０万円、
そのほか小学校など、各施設や設備の燃料費を増額補正するものです。

ト

ピッ
クス

２

ト

ピッ
クス

４ 冬を温かく過ごせるように
社会福祉総務費

　「冬の生活応援金」として、住民税非課税世帯のうち高齢者のみ
で構成される世帯、障がい者のいる世帯、ひとり親世帯に対し、
５０００円の給付を行っています。
　さらに、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う原油の高騰に対
し、町独自の政策として１世帯当たり５０００円の追加支給を行うため
の費用として、２２９万７０００円の専決処分が１２月１６日に行われました。
４号補正（９月）と合わせて１世帯当たり１万円の助成となります。

ポッカ
ポカ

ポッカ
ポカ

期　　日 会　　議 備　　考

１２月８日（水）
本　会　議

（議員懇談会）
（常任委員会）

一般質問
議第７８号　提案理由の説明、質疑、討論、採決
請願１件

総務文教常任委員会、議会広報常任委員会

１２月９日（木） 休　　　会 議案調査

１２月１０日（金） 本　会　議
（全員協議会）

議第７９号〜議第８９号　‌‌�各件毎提案理由の説明、質疑、討論、採決

令和３年 中山町議会１２月定例会日程表
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その議案に私は賛成、私は反対その議案に私は賛成、私は反対
１２月定例会 採決状況

議
案
番
号

議案名と主な内容

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 議長
佐
東　
幸
治

須
貝　
勝
司

夛
田　
慎
二

鈴
木　
徹
雄

渡
辺　
博
文

斎
藤　
眞
一

村
山　
　
隆

欠　
員

佐
竹　
英
規

鎌
上　
　
徹

議第
７８号

令和３年度中山町一般会計補正予算（第８号）についての‌
専決処分の承認について
令和３年度中山町一般会計補正予算（第８号）については、急きょ
施行を必要としたため、地方自治法第１７９条第１項の規定により
専決処分したので、同条第３項の規定により承認を求めるため
歳入歳出予算それぞれ７３３５万６０００円増額し、歳入歳出予算総額を
５４億３６７６万円とする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

７９号
損害賠償の額を定めることについて
町有施設において発生した物損事故に基づく損害賠償の額を決定
するため
地方自治法第９６条第１項第１３号の規定による

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

８０号
令和３年度中山町一般会計補正予算（第９号）について
歳入歳出予算それぞれ１億１９６４万６０００円増額し、歳入歳出予算総
額を５５億５６４０万６０００円とする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

８１号
令和３年度中山町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について
歳入歳出予算それぞれ２６２万６０００円増額し、歳入歳出予算総額を
１２億５２４７万７０００円とする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

８２号
令和３年度中山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
について
歳入歳出予算それぞれ９４万３０００円増額し、歳入歳出予算総額を
１億５１１８万７０００円とする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

８３号
令和３年度中山町介護保険特別会計補正予算（第３号）について
歳入歳出予算それぞれ変更せず、歳入歳出予算総額を
１３億２９７６万９０００円とする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

８４号

中山町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
全世代対応型の社会保障制度を構築するための健康保険法等の一
部を改正する法律の施行に伴い、国民健康保険法施行令の一部が
改正され、世帯に６歳に達する日以後の最初の３月３１日以前であ
る被保険者（未就学児）がある場合において、当該世帯の世帯主
に対して賦課する被保険者均等割額を減額するため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

８５号

中山町障がいを理由とする差別の解消の推進に関する‌
条例の設定について
平成２８年度に施行された「障害を理由とする差別の解消の推進に
関する法律」の趣旨に則り、障がいを理由とする差別の解消を推
進し、共生社会の実現を目指すため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

８６号
中山町手話言語条例の設定について
手話は言語であるという認識のもと、ろう者とろう者以外の者が
共生する社会が実現することを目的として、手話の普及啓発、施
策推進に努めるため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

※注：議長は採決に加わりません。議席番号８番は欠員となります。

お問い合わせ：中山町議会事務局 ☎023-662-4370

お気軽にお越しください。みんなの議会 傍聴しませんかみんなの議会 傍聴しませんか
の予定です。33月月22日（水）〜日（水）〜1111日（金）日（金）次回の定例会は

議
案
番
号

議案名と主な内容

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 議長
佐
東　
幸
治

須
貝　
勝
司

夛
田　
慎
二

鈴
木　
徹
雄

渡
辺　
博
文

斎
藤　
眞
一

村
山　
　
隆

欠　
員

佐
竹　
英
規

鎌
上　
　
徹

議第
８７号

中山町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
健康保険法施行令等の一部を改正する政令の公布に伴い、関係す
る条例の整備を図る必要があるため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

８８号

中山町町民休養交流センター「ひまわり温泉ゆ・ら・ら」の‌
指定管理者の指定について
中山町町民休養交流センター「ひまわり温泉ゆ・ら・ら」の指定管
理者を指定するため
地方自治法第２４４条の２第６項の規定による

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

８９号

山形広域炊飯施設の建設及び維持管理並びにこれらに係る‌
費用負担に関する協定の締結について
山形市との間に山形広域炊飯施設の建設及び維持管理並びにこれ
らに係る費用負担に関する協定を締結するため
中山町行政に係る重要な計画の議決等に関する条例第３条第４号
の規定による

○ ○ ○ ○ ○ ○ ● - ○ ＊

請願
受理番号
第３号

「日本政府が核兵器禁止条約への署名・批准することを求め
る意見書」の提出について
地球上から核兵器をなくすことこそ、唯一の平和への道であるこ
とを信じ、日本政府が「核兵器禁止条約」に署名・批准すること
を強く求める（⇒関連記事Ｐ８）

○ ● ○ ● ● ● ○ - ○ ＊

秋の叙勲で「旭日双光章」受章秋の叙勲で「旭日双光章」受章
　元 中山町議会議員　佐東 貞美 氏　元 中山町議会議員　佐東 貞美 氏
　元中山町議会議員の佐東貞美氏が、２８年の長きにわたり、
地方自治の進展に多大な貢献をされた功績が認められ、旭日
双光章を受章されました。
　同氏は、中山町議会において、第１７代議長をはじめ、副議
長、各常任委員会・特別委員会の委員長を歴任し、中山町の
福祉向上、教育の振興、産業経済の発展などに多大な功績を
残されました。
　このたびの受章に、心から称賛申し上げます。

さ だ みさ だ みさ と うさ と う

○賛成　●反対等（賛成以外）　 欠席　 退席
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請願と陳情（要望） 　１２月定例会に、請願１件および要望書３件が
提出されました。

請　　願 「日本政府が核兵器禁止条約への署名・批准すること
を求める意見書」の提出について

　　受理年月日：令和３年１１月２９日
　　請　願　者：共立社　山形生協　地域理事会議長　伊藤　薫
　　紹 介 議 員：佐竹英規　　　付託委員会：総務文教常任委員会（委員長 渡辺博文）
　１２月８日に総務文教常任委員会が開かれ、上記請願について審査が行われました。その結果、「趣
旨に沿いがたい」として不採択とすることに決定。１２月１０日の本会議において、その旨、委員長の
審査結果報告が行われました。その後、質疑および討論が行われ、採決の結果、賛成少数（賛成４：
反対等４）で委員長報告のとおり不採択となりました。（⇒下記Q＆A参照）

質疑の内容
佐 竹 議 員：不採択の理由を明示してください。
渡辺委員長：‌�この件は大変デリケートな問題です。現在の国際的な状況において、本請願に賛成するの

は不利益があると考えます。総合的に判断して不採択としました。
本請願に対する賛成討論
村 山 議 員：‌�唯一の被爆国である日本として、核兵器の廃絶を求めるのは当然であると考えます。本請

願の趣旨は、核兵器をなくそうという一点であり、「趣旨に沿いがたい」という委員長の
報告は、不採択にする理由には当たらないと思います。私はこの請願に賛成します。

不
採
択

要　　望 令和３年度建設振興策に関する要望書
　　受理年月日：令和３年９月２９日　
　　要　望　者：一般社団法人　山形県建設業協会　会長　國井　仁

要　　望 人道的見地から、沖縄防衛局による「沖縄本島南部からの埋
め立て用土砂採取計画」の断念を国に要請することについて

　　受理年月日：令和３年１１月１５日　
　　要　望　者：沖縄戦戦没者遺骨の尊厳を考える市民の会　代表　漆山ひとみ

要　　望 ウイグル等の人権問題に対し国に調査を求める意見書
採択のお願い

　　受理年月日：令和３年１１月２４日
　　要　望　者：ウイグルを応援する全国地方議員の会
　　　　　　　　会長 丸山治章、幹事長 小坪慎也、政調会長 笠間　昇、総務会長 野田彰子

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

一般質問一般質問
　一般質問とは、議員個人が町の事務・事業の執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明を町長などに求め、
町が町民のために適切な町政運営を進めているかを議員がチェックするものです。
　質問方法は、効率的な議会運営を目的に、質問する議員があらかじめ議長に質問の趣旨などを知らせる「通告制」
を採用し、議員はその内容に沿って質問します。中山町議会では、質問時間は答弁と合わせて４０分以内としています。

３人の議員が一般質問
　１２月定例会では、３人の議員が６件の一般質問を行い、
将来の町政について活発な議論を展開しました。

一般質問

渡辺　博文 議員（１０ページ）

▪‌▪‌��今冬の除雪（高齢者宅出入口除雪）について今冬の除雪（高齢者宅出入口除雪）について
▪‌▪‌��低所得世帯冬の生活応援金（低所得世帯冬の生活応援金（福祉灯油購入費福祉灯油購入費
等助成）について等助成）について

佐東　幸治 議員（１１ページ）

▪‌▪‌��早急な空き家対策で、快適なまちづくりを早急な空き家対策で、快適なまちづくりを
▪‌▪‌��貴重な予算は有効に貴重な予算は有効に

夛田　慎二 議員（１２ページ）

▪‌▪‌��チャレンジデー　過去５回の成果は？チャレンジデー　過去５回の成果は？
▪‌▪‌��防災教育について防災教育について

質問者（発言順）

採決における「多数」と「少数」の判断基準は？Ｑ
　議事は、原則として出席議員の過半数（半数より多いこと）で決定します。
　中山町議会では起立表決制を用いており、例えば議長を除く出席議員が８人の
場合、５人以上の起立で多数、４人以下で少数となります。

Ａ

＆＆議会あれこれ Ｑ Ａ
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一般質問

渡
わた
辺
なべ
 博
ひろ
文
ふみ
 議員

一般質問

佐
さ
東
とう
 幸
こう
治
じ
 議員

値下がりする気配がない 高齢者には片づけが大変

今冬の除雪（高齢者宅今冬の除雪（高齢者宅
� 出入口除雪）について� 出入口除雪）について

早急な空き家対策で、早急な空き家対策で、
� 快適なまちづくりを� 快適なまちづくりを

福
祉
灯
油
購
入
費
等
助
成
に
つ
い
て

福
祉
灯
油
購
入
費
等
助
成
に
つ
い
て

※‌�略式代執行とは、特定
空き家等の所有者等が
特定できない場合、行
政が措置を行うこと。

問　
今
年
は
も
う
す
で
に

太
平
洋
赤
道
付
近
、
日
付

変
更
線
か
ら
南
米
に
か
け

て
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象
が
発

生
し
て
お
り
、
寒
い
冬
が

予
想
さ
れ
る
。
例
年
、
積

雪
時
に
未
明
か
ら
道
路
を

除
雪
し
て
く
れ
る
業
者
や

重
機
の
運
転
手
の
方
に
は

感
謝
し
か
な
い
。
し
か
し

「
玄
関
前
に
雪
の
塊
を
置

い
て
い
か
れ
て
困
る
。
ど

う
に
か
し
て
ほ
し
い
。」

と
い
う
ク
レ
ー
ム
を
毎
年

耳
に
す
る
。
実
際
は
玄
関

前
で
は
な
く
、
道
路
の
端

に
寄
せ
て
い
る
の
で
あ

り
、
そ
の
道
路
を
使
う
場

合
、
自
分
が
出
入
り
す
る

と
こ
ろ
は
自
分
で
処
理
す

問　
「
中
山
町
空
き
家
等

対
策
計
画
」
が
、
平
成
３０

年
８
月
に
定
め
ら
れ
た
。

こ
の
計
画
は
、
今
後
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　
ま
た
、現
在
、当
町
に
空

き
家
は
何
件
あ
る
の
か
。

そ
の
う
ち
、「
特
定
空
き

家
」
は
何
件
あ
る
の
か
。

町
長　

当
町
の
空
き
家

は
、
お
よ
そ
１
３
０
件
あ

り
、
そ
の
う
ち
倒
壊
の
恐

れ
や
衛
生
上
著
し
く
有
害

と
な
る
「
特
定
空
き
家
」

は
現
在
６
件
認
定
し
て
い

る
。

問　
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の

登
録
は
、
現
在
、
何
件
あ

る
の
か
。
ま
た
、
空
き
家

バ
ン
ク
開
設
後
、
何
件
の

売
買
・
再
利
用
が
あ
っ
た

の
か
。

町
長　
空
き
家
バ
ン
ク
の

こ
れ
ま
で
の
登
録
数
は
１１

件
で
、
売
買
等
の
成
約
は

７
件
で
あ
る
。
令
和
３
年

１０
月
末
時
点
で
の
登
録
数

は
４
件
と
な
っ
て
い
る
。

問　
「
中
山
町
空
き
家
対

策
会
議
」
は
何
回
開
催
さ

れ
、
そ
の
内
容
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

町
長　
平
成
３０
年
度
か
ら

４
回
開
催
さ
れ
、
今
年
度

は
１１
月
に
特
定
空
き
家
６

件
に
対
す
る
措
置
の
執
行

方
針
に
つ
い
て
と
、
令
和

４
年
度
の
空
き
家
対
策
事

業
案
に
つ
い
て
意
見
を
い

た
だ
い
た
。

問　

今
後
、「
特
定
空
き

家
等
に
対
す
る
措
置
」
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
。

町
長　
特
定
空
き
家
６
件

そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
合
わ

せ
て
対
応
し
て
い
く
。
第

一
段
階
と
な
る
、
指
導
・

助
言
は
６
件
全
て
に
文
書

で
通
告
し
た
。

①‌�

所
有
者
と
連
絡
が
取
れ

る
２
件
は
勧
告
・
命
令

②‌�

所
有
者
が
不
明
で
、
周

辺
へ
の
影
響
を
抑
制
で

き
る
１
件
は
経
過
観

察
・
勧
告
・
命
令

③‌�

周
辺
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
１
件
は
部
分
的

代
執
行

④‌�

所
有
者
が
不
明
で
、
第

三
者
に
危
険
が
及
ぶ
恐

れ
の
あ
る
２
件
は
略※

式

代
執
行
を
見
据
え
た
措

置
な
ど
を
実
施
し
て
い
く
。

問　

令
和
２
年
度
決
算

で
、
不
用
額
の
割
合
が
大

き
く
な
っ
た
状
況
の
反
省

か
ら
、
令
和
３
年
度
各
事

業
の
執
行
状
況
を
ど
の
よ

う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　
ま
ず
は
、
令
和
２
年
度

の
決
算
結
果
の
問
題
点
は

何
だ
っ
た
の
か
。

町
長　

不
用
額
が
大
き

か
っ
た
理
由
と
し
て
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
が
少
な

か
っ
た
こ
と
や
、
産
業
持

続
化
支
援
金
の
申
請
事
業

者
数
が
見
込
み
を
下
回
っ

た
こ
と
、
ま
た
、
医
療
給

付
費
が
受
診
控
え
等
の
理

由
に
よ
り
当
初
の
予
算
額

を
下
回
っ
た
こ
と
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

な
事
業
化
が
必
要
と
さ
れ

執
行
が
見
通
せ
ず
、
結
果

と
し
て
不
用
額
が
発
生
し

た
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
令
和
３
年
度
の
予
算

執
行
状
況
は
現
時
点
で

何
％
な
の
か
。
ま
た
、
そ

の
値
は
適
正
な
の
か
。

町
長　

１１
月
末
時
点
で

５７
％
程
度
と
な
っ
て
い

る
。
過
去
５
か
年
に
お
け

る
同
時
点
で
は
、
５７
～

６３
％
程
度
と
な
っ
て
い
る

た
め
適
正
な
水
準
で
あ
る
。

問　
予
算
額
と
大
き
な
差

が
出
て
い
る
事
業
は
あ
る

の
か
。
ま
た
、
差
が
出
る

と
予
想
さ
れ
る
も
の
は
あ

る
の
か
。

町
長　
現
時
点
で
は
、
多

額
の
不
用
額
が
生
じ
る
事

業
は
な
い
。
今
後
も
、
予

算
の
執
行
状
況
を
把
握

し
、
必
要
に
応
じ
て
予
算

の
減
額
を
行
い
、
不
用
額

の
発
生
を
抑
え
る
対
策
を

行
っ
て
い
く
。

る
の
は
当
た
り
前
だ
と
は

思
う
が
、
高
齢
者
の
み
の

世
帯
等
で
は
、
そ
う
も
言

え
な
い
の
が
実
情
と
な
っ

て
い
る
。

　
河
北
町
で
は
、
後
期
高

齢
者
の
み
の
家
庭
等
の
２

７
０
世
帯
を
対
象
に
、
除

雪
が
終
わ
っ
た
後
の
出
入

り
口
に
残
さ
れ
た
雪
の
片

づ
け
を
行
っ
て
い
る
。
中

山
町
も
同
じ
取
り
組
み
は

で
き
な
い
の
か
。

町
長　
家
の
間
口
に
残
さ

れ
た
雪
の
除
排
雪
に
つ
い

て
、
世
帯
の
実
情
に
よ
り

不
安
の
あ
る
方
は
、
区
長

（
自
治
会
長
）に
ご
相
談
い

た
だ
く
な
ど
、
地
域
で
の

助
け
合
い
を
お
願
い
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
区

に
よ
る
除
雪
に
対
し
て
、

町
で
は
報
償
費
を
支
払
う

支
援
制
度
を
設
け
て
お
り
、

令
和
２
年
度
は
８
地
区
で

実
施
さ
れ
、
計
１
７
３
回
、

金
額
で
は
２５
万
９
５
０
０

円
を
支
払
っ
て
い
る
。

　
今
年
度
も
除
雪
説
明
会

に
お
い
て
、
区
長
の

皆
さ
ん
に
制
度
の
説

明
を
行
っ
て
お
り
、

地
域
に
お
け
る
助
け

合
い
の
必
要
性
に
つ

い
て
、
住
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
、
お

力
添
え
を
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
た
い
。

米
国
が
備
蓄
油
を
放
出
す

る
と
い
う
話
も
出
て
い
る

が
、
一
時
的
な
も
の
で
価

格
も
お
そ
ら
く
期
待
で
き

る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い

と
思
え
る
。

　
「
低
所
得
世
帯
冬
の
生

活
応
援
金
（
旧
：
福
祉
灯

油
購
入
費
等
助
成
）」
は

財
源
を
県
２
分
の
１
、
町

２
分
の
１
と
し
、
毎
年
５

０
０
０
円
を
低
所
得
世
帯

に
助
成
し
て
い
る
が
、
先

に
述
べ
た
よ
う
に
今
年
は

灯
油
が
高
く
、
生
活
苦
が

考
え
ら
れ
る
。
県
も
増
額

を
検
討
中
の
よ
う
だ
が
、

町
独
自
と
し
て
増
額
で
き

な
い
か
、
町
の
考
え
を
お

伺
い
す
る
。

町
長　
低
所
得
世
帯
１
世

帯
当
た
り
補
助
単
価
を
５

０
０
０
円
と
し
、
令
和
３

年
度
は
１１
月
４
日
付
で
申

請
書
等
を
４
８
５
世
帯
へ

送
付
し
て
い
る
。
現
在
、

順
次
振
り
込
み
を
行
っ
て

い
る
。

　
灯
油
価
格
の
高
騰
を
受

け
、
現
在
追
加
支
援
を
考

え
て
お
り
、
詳
細
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
速
や
か
に

調
整
し
て
い
く
。

最
後
に
…

　
灯
油
購
入
費
助
成
に
つ

い
て
は
、
そ
の
後
、
町
単

独
施
策
と
し
て
１
世
帯
当

た
り
５
０
０
０
円
の
追
加

助
成
が
決
定
し
ま
し
た
。

問　
今
年
は
灯
油
が
ガ
ソ

リ
ン
並
み
に
高
い
。
１
９

８
２
年
の
第
二
次
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
、
２
０
０
８
年

の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以

来
の
価
格
高
騰
が
続
い
て

い
る
。
産
油
国
が
増
産
を

渋
り
、
コ
ロ
ナ
回
復
景
気

の
需
要
の
高
ま
り
、
ド
ル

は
１
１
３
円
前
後
で
ユ
ー

ロ
は
１
２
８
円
で
高
止

ま
っ
て
い
る
。
灯
油

先
物
取
引
も
上
が
る

一
方
と
い
う
の
が
現

状
で
、
値
下
が
り
す

る
要
素
が
ど
こ
に
も

な
い
。
日
本
政
府
や

貴
重
な
予
算
は
有
効
に

貴
重
な
予
算
は
有
効
に
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一般質問

夛
た
田
だ
 慎
しん
二
じ
 議員

チャレンジデーチャレンジデー
� 過去５回の成果は？� 過去５回の成果は？

問　
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
へ

の
参
加
が
５
回
目
と
な
っ

た
が
、
最
近
の
取
り
組
み

を
見
て
い
る
と
地
区
ご
と

の
参
加
率
を
競
っ
た
り
、

事
前
に
回
覧
板
で
各
家
庭

の
参
加
者
名
を
記
入
さ

せ
、
同
調
圧
力
に
よ
り
参

加
さ
せ
る
な
ど
、
や
り
過

ぎ
と
も
思
え
る
状
態
と

な
っ
て
い
る
。
本
来
の
目

的
で
あ
る
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
推
進
、
ス
ポ
ー
ツ
の

日
常
化
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
に
つ
い
て

具
体
的
に
ど
の
程
度
効
果

が
あ
っ
た
の
か
。

　
ま
た
、
自
治
体
間
交
流

に
つ
い
て
は
、
エ
ー
ル
交

換
、
対
戦
市
町
村
旗
の
掲

揚
な
ど
を
し
て
い
る
が
、

住
民
間
の
交
流
に
つ
い
て

は
、
何
か
具
体
的
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　
同
調
圧
力
と
受
け

取
ら
れ
た
方
が
い
る
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
の
趣
旨

に
反
す
る
も
の
で
あ
り
、

今
後
は
各
地
区
住
民
に
て

い
ね
い
に
説
明
し
、
誤
解

の
な
い
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
実
施
の
効
果
に
つ
い
て

は
、
令
和
元
年
度
に
実
施

し
た
『
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
』
に
お
い

て
平
成
２７
年
度
と
比
較
し

一
つ
で
あ
る
と
捉
え
て
い

る
。

　
町
か
ら
の
み
の
参
加
呼

び
か
け
で
実
施
し
た
「
う

ち
チ
ャ
レ
」
と
、
企
業
や

地
区
な
ど
の
団
体
に
工
夫

を
凝
ら
し
て
取
り
組
ん
で

い
た
だ
い
た
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
」
を
比
較
す
る

と
、
参
加
者
数
の
違
い
が

歴
然
で
あ
り
、
町
民
の
つ

な
が
り
や
相
互
協
力
の
関

係
を
深
め
る
一
つ
の
き
っ

か
け
と
し
て
一
定
の
効
果

は
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
対
戦
相
手
と
の
住
民
間

交
流
に
つ
い
て
は
、
町
主

導
で
具
体
的
な
取
り
組
み

は
行
っ
て
い
な
い
。

問　
第
６
次
総
合
発
展
計

画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
は
、幼
稚
園
、保
育
園
、

小
・
中
学
校
が
一
体
と

な
っ
た
防
災
教
育
を
実
施

す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て

い
る
。
一
方
で
、
子
ど
も

を
守
る
べ
き
大
人
が
防
災

に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
が
少

な
い
の
が
現
状
で
は
な
い

か
と
思
う
が
、
も
っ
と
積

極
的
に
学
ぶ
機
会
を
つ
く

れ
な
い
の
か
。

町
長　
大
人
に
対
す
る
防

災
教
育
に
つ
い
て
も
、
自

分
の
命
、
家
族
の
命
は
自

分
で
守
る
と
い
う
点
に
お

い
て
、
大
変
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
今
年
度
「
中
山
町
防
災

教
育
連
絡
調
整
会
議
」
を

立
ち
上
げ
、
防
災
士
を
講

師
と
し
な
が
ら
、
幼
児
期

か
ら
中
学
ま
で
の
教
育
の

中
で
、
子
ど
も
た
ち
に
防

災
の
基
礎
的
な
知
識
を
定

着
さ
せ
る
こ
と
で
防
災
に

対
す
る
興
味
・
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、
地
区
の
自
主
防

災
組
織
に
お
い
て
は
自
主

的
な
研
修
を
開
催
し
て
お

り
、町
で
は
要
望
に
応
じ
、

町
職
員
を
派
遣
し
て
い
る

ほ
か
、
県
の
自
主
防
災
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
を

活
用
し
て
地
域
の
防
災
知

識
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

　
今
後
も
こ
の
よ
う
な
活

動
を
推
進
し
、
町
と
し
て

積
極
的
に
防
災
知
識
を
啓

発
・
広
報
し
な
が
ら
、
町

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

防
災
意
識
の
高
い
、
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

を
一
層
進
め
て
い
く
。

私
の
思
い

　
自
助
、
共
助
の
た
め
に

は
自
主
防
災
組
織
向
け
の

も
の
以
外
に
も
、
広
く
町

民
に
防
災
を
学
ぶ
機
会
を

つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

まだ、気を付けながらの経済活動
新型コロナウイルス感染症対策特別委員会報告（委員長：佐東幸治）

　１１月１９日、９回目の新型コロナウイルス感染症対策特別委員会が開催され、現在の感染状況と対応
について報告がありました。各課ごとの主な内容は次のとおりです。

議会活動報告議会活動報告

　　　　　　 新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、町内の小・中学生１人につき１００枚の
不織布マスクを配布したことが報告されました。
教　育　課

防
災
教
育
に
つ
い
て

防
災
教
育
に
つ
い
て

ラジオ体操指導者を招いて、みんなで
「正しいラジオ体操」を習いました　　

　　　　　　 山形県と中山町における現在の感染状況と、これまでの取り組みについての説明があ
り、１０月２６日に県独自の注意・警戒レベルが２に引き下げられたことが報告されました。
総務広報課

№ 事業・取り組み等 事業費 事業担当課
１ 産業持続化支援金 ６８０万００００円

産業振興課
２ 新・生活様式対応支援事業費補助金 ２２０万００００円
３ 町内農産物消費応援事業費補助金 ９４万５０００円
４ 感染防止用備品購入（ゆ・ら・ら） １６５万００００円
５ 商店街販売促進緊急支援事業費補助金 ２０万００００円

計 １１７９万５０００円

　　　　　　 新型コロナウイルス感染症対策として予算化を検討している事業が報告されました（表参照）。総合政策課

　　　　　　 町内における新型コロナウイルスワクチン２回目の接種率は９０．３％となっていること
が報告されました。また、３回目の接種日程が決定したため補正予算を専決処分とし、その後、１１
月２６日に開催された臨時会で承認されました。（⇒関連記事Ｐ２）

健康福祉課

経年劣化により漆喰層が剥がれ落ちている（旧柏倉家住宅の前蔵）

旧柏倉家住宅保存活用計画を継続策定
柏倉家住宅保存・利活用特別委員会報告（委員長：佐竹英規）

　１１月２６日、第２２回柏倉家住宅保存・利活用特別委員会が役場大会議室で開催されました。
　最初に、来館者数（令和３年４月１日～１１月１４日）についての説明があり、１，１４２人（開館日数７５日、
１日平均１５．２人）が来館したことが報告されました。
　次に、令和４年度旧柏倉家住宅関係事業の実施方針（案）と各事業（施設管理事業、公開事業、修

繕事業）の実施計画について、一括して説
明がありました。
　そのうち修繕事業では、旧柏倉家住宅保
存活用計画を令和２年度からの継続事業と
して策定し、計画には約７１２万３０００円（国
庫補助２分の１）ほどの経費がかかる見込
みです。
　そのほか、前蔵および仏間の漆喰の応急
修繕等についての事前相談・説明の後、質
疑が行われ、工程や使用材料など十分に検
討して対応することが報告されました。

て
、「
週
１
回
以
上
の

運
動
を
行
っ
て
い
る
」

が
１７
％
上
昇
し
た
。
上

昇
の
要
因
が
全
て
チ
ャ

レ
ン
ジ
デ
ー
に
よ
る
成

果
と
は
一
概
に
言
え
な

い
が
、
誰
も
が
気
軽
に

ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む

た
め
の
き
っ
か
け
づ
く

り
と
な
る
よ
う
な
事
業

を
進
め
て
き
た
成
果
の
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議会活動報告議会活動報告

熱心に聞き入る議員

映像を用いて、具体的な検証が行われました

監査委員に安達春彦氏（山辺町）を選任
山形広域環境事務組合議会報告

　１０月２８日、山形広域環境事務組合議会臨時会が開催されました。
　上程議案は１件で、山辺町議会議員の遠藤真由美監査委員の辞職に伴い、新たに山辺町議会選出の
安達春彦議員を監査委員に選任し、同意されました。任期は、令和４年７月９日までとなります。

ポストコロナ時代の議会の役割は
山形県町村議会議員研修会

　１０月２０日、令和３年度山形県町村議会議員
研修会が、山形市のビッグウイングで開催さ
れました。中山町議会の全議員が出席し、以
下の内容で講演が行われました。
①演題「まちづくり・地方創生成功のカギ」
　　　　中央大学法科大学院教授・弁護士
� 野村 修也 氏
　‌�　ポストコロナの課題と新しい資本主義と

称した社会課題の解決について、事例を交
えた講演が行われました。

　‌�　空き家問題や財政問題、子どもの貧困率、中小企業の問題など、コロナ以前からの社会問題がコ
ロナによってさらに増幅される中、ＳＤＧｓ、ＥＳＧ投資といった新資本主義的な考え方を取り入
れることで、地方自治体や社会がどのように変革を遂げるべきかという興味深い内容で、その中で
議会としてどうあるべきか今後検討していきたいです。
②演題「岸田新政権発足、どうなる衆院選とその後の政局展開」
　　　　政治ジャーナリスト　泉　 宏 氏
　‌�　衆議院議員選挙の最中ということもあり、注目された演題でした。ポストコロナ時代、また、岸

田新政権の発足という流れの中で、政治に何が求められているのかという「政治の今」に焦点を当
てた内容でした。 災害時における地域支援について

村山地方町村議会議長会議員合同研修会
　１２月１６日、西川町の交流センターあいべを会場に、村山地方町村議会議長会の主催による、令和３
年度議員合同研修会が開催されました。村山地方７町の議員が出席し、研修会では以下の内容で講演
が行われました。
①演題「‌�災害時における地域支援、
　　　　緊急災害対策派遣隊TEC-FORCE（テック・フォース）について」

②演題「災害復旧を取り巻く支援状況」
　　　　（一社）東北地域づくり協会　技術アドバイザー　山科 勝嗣 氏
　　県や市町村の事業における、災害復旧技術専門家派遣について講演がありました。
※‌�このたびの研修会は、災害時における地域（県・市町村）支援体制についての講演でしたが、現実

の災害は同時多発的に発生するものです。その中で行政はどのように優先順位をつけながら行動す
べきか、また、そのとき議会はどのようにサポートできるのか、今後の課題として考えていきます。

　　　　国土交通省東北地方整備局　総括防災調整官　中川 博樹 氏
　‌�　大規模な自然災害の発生や、その恐れがある場合に派遣される
「ＴＥＣ-ＦＯＲＣＥ」は、平成２０年４月に国土交通省の中に創設されま
した。その役割は、被害状況の迅速な把握、被害の発生および拡大
の防止、被災地の早期復旧などに取り組むことで、これまでの活動
事例について紹介がありました。

令和２年度決算を認定
最上川中部水道企業団議会報告

　１０月１３日、最上川中部水道企業団議会定例会が開催され、令和２年度の事業会計利益の処分および
決算の認定について審議され、原案のとおり承認されました。（詳細は下表のとおり）

水道事業収益 ６億７８８９万５８５０円 水道事業費用 ５億４７９５万６９１９円
当年度純利益 １億３０９３万８９３１円 資本的収入 ４４７３万３１００円
資本的支出 ２億５１９６万７７６９円 不 足 額 ２億７２３万４６６９円

　その後、資本的支出（建設改良費）
１４１０万円を増額する令和３年度事業会
計補正予算（第１号）について、内容
の説明、質疑、討論、採決が行われ、原案のとおり可決されました。
　また、１２月１７日に臨時会が開催され、職員給与費の減額などによる水道事業費用５０６万４０００円の減
額など、令和３年度事業会計補正予算（第２号）について、内容の説明、質疑、討論、採決が行われ、
原案のとおり可決されました。

実際にタブレットを触って体験しました

議会のデジタル化を進めよ
タブレットセミナー

　１２月１３日、議会のペーパーレス・ＩＣＴ化を進めるため、役場大会議室においてタブレットセミナー
が開催されました。タブレットの導入で、議会のペーパーレス化による経費削減、職員の資料作成等
の業務効率化、災害時における情報の共有化など、複合的な効果が期待されており、来年度からの導
入を予定しています。
①タブレット基本操作
　‌�　導入が予定されているタブレットを実際に操作しなが

ら、主なアプリの使い方、カメラ機能の活用と発信の方
法、チャット機能など、基本的な操作を学びました。
②文書共有システム
　‌�　次に、タブレットに導入予定の「会議運営機能」と「文

書管理機能」を備えた文書共有システムについて、資料
の表示・書き込み・保存・検索の方法や、カメラとの連携方法などを学びました。

※‌�今後は、年間２～３回の研修会を開催し、議会のデジタル化を進めていきます。
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　官軍山形藩と幕府軍荘内藩
の戦場となった

落合地区の橋本邸北側にある
「戊辰戦蹟碑」。

　荘内軍は船で川を下り、河
湊長崎落合を守

備する山形藩と激突。（⇒詳し
くはＰ２０へ）

時代の変革を今に伝える
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中山町の名所を子どもたちが
描いた「なかやまカルタ」の

「戊辰戦蹟碑」「戊辰戦蹟碑」 （中山町青少年育成町民会議
・中山町教育委員会）
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 ２・３
１０月臨時会１０月臨時会
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柏倉家に伝わるひな人形など希少な資料なども取り扱っています

稲垣さん、ありがとうございました。
（令和３年１２月８日 取材）

大晦日に行われる光秀院
（上町）の「おさいとう」

　「議会だより」を町民の皆さまに興味を持って読んでも
らえる内容にするため、感想・意見をいただいている「広
報モニター」の声をご紹介します。

　今回もたくさんの声をお寄せいただきありがとうございました。ご指摘のあった件については
検討させていただきます。
　ご意見、要望等ありましたら、どなたでもお気軽にご連絡ください。

◦‌ �表紙について、何が掲載されているかひと目でわかる目次
は大事だと思う。

◦‌ �監査委員からの前回の指摘事項に対し、検証結果も掲載し
てほしい。

◦‌ �議会あれこれQ＆Ａは大変いい掲載だと思う。

◦‌ �一般質問について、「私の思い」をもう少し具体的に書き
込んでほしい。

◦‌ �議会を傍聴された方々の感想などの掲載があってもいいと
思う。
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三重県出身。令和２年４月より中山町地域おこし
協力隊として活動中。柏倉家住宅の維持管理、公
開スタッフのほか、独自活動として柏倉家に関す
る聞き取りや資料の調査研究も行っている。
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今号の表紙 各地に伝わる正月の火祭り行事ふるさと
シリーズ

再発見
！

表紙シリーズ「ふるさと再発見！」では、地元の人しか知らない、知っているけれど見たことがない、そんな風景・
造形・自然などを紹介しています。地域の隠れた魅力、自慢の風景など、紹介したい場所や物がある方は、町議会
事務局（☎023-662-4370）まで、お気軽にご連絡ください。

　「大どんど」は、正月の火祭り行事として、主に小正月（１月１５日を中心とした数日）に行われ
ます。「ドンド・トンドヤキ」などの呼び名が全国的に多く、そのほか、
「サイトヤキ」、「サギチョウ」「ホッケンギョウ・オニべヤキ」などの
呼び名もあります。

　全国的に子どもを中心に行われ、大人たちが見守りながら、各家から集めた正
月の松飾り・縁起物・お札

ふだ
などを燃やす行事です。その火は神聖視され、餅を焼

いて食べると無病息災になり、また、火に入れた書初めが高く舞い上がると字が
上手になるなどといわれています。

速報 ３年連続表彰!! 　「なかやま議会だより№１８」が、第２７回山形県町村議会広報
コンクールで入選しました。詳細は次号でお伝えします。

　当町では、元旦参りと合わせて大晦日の夜から行われている神社や、地区ごと
に子ども育成会や消防団などを中心に、多くは１月中旬までの日曜日に、地元神
社の境内で行われており、子どもたちは、習字や勉強のテスト用紙を燃やしなが
ら、今年一年の飛躍をお祈りしています。
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皆さまのご意見、ご感想など、お寄せください。次回第２１号の発行は５月１日です。
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　インディアカは、羽根の付いた『インディアカボール』を手で打ち合い、
ネットをはさんで得点を競い合うドイツ発祥のスポーツです。

　私たち柔道部は、３０名の会員で活動しています。年齢層も幅が広
く、若い会員は指導員資格や審判員資格等を取得し、ルール変更によ
る審判講習会や指導要綱等の講習会にも積極的に参加して、中山柔道
スポーツ少年団や中山中学校柔道部へ安全で安心な指導を行っていま

インディアカ部【イマジン】

柔 道 部

5番

６番

スポーツスポーツ
１４番勝負１４番勝負！！

スポーツとフルーツ 伸びゆく町 なかやま

3その
　なかやま議会だよりの最終ページは、町内の各団体
を紹介してきました。
　連載シリーズ第３弾は、「スポーツ１４番勝負！」と
題し、中山町スポーツ協会加盟の１４団体を紹介しま
す。今回は、「インディアカ部【イマジン】」と「柔道
部」の２団体です。

活動曜日：毎週土曜日 午後８時から　活動場所：中山中学校体育館

主な活動内容：‌ �中山柔道スポーツ少年団指導、中山中学校柔道部指導、
　　　　　　　各種大会選手派遣、各種大会審判員派遣

　【イマジン】は平成４年のべにばな国体を機に発足し、国体には町代表として出場し
ました。昨年、創立３０周年を迎え、３世代の幅広い年齢層で楽しく活動しています。平
成１２年には日韓交流大会に、平成２３年には全国スポレク祭に参加し、中山町をＰＲする
とともに、県内外のスポーツ愛好者と交流を深めてきました。
　仲間と共に心と体をリフレッシュし、健康の保持増進にも適した生涯スポーツです。

す。昨年の中体連県大会では、女子の部で団
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　会員数：２０名　問合せ先：☎ ０９０-２６０４-９９３４

代表者：渡
わたなべ

邉不
ふ じ ゆ き

二之　会員数：３０名　問合せ先：☎ ０２３-６６２-４２６４

体優勝と個人優勝に輝き、全国大会に出場しました。
　毎週火・木曜日、中山町総合体育館武道場にて練習しています。ぜひお気
軽に見学に来てください。

コロナ禍ではありますが、感染対策を講じながら、楽しく活動しています。
年齢を問わず新会員大歓迎です。どうぞ遊びに来てください。
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